
 

 

公表：令和 ４年 ４月 １日          事業所名：箕輪町こども発達支援事業所 若草園  

 チェック項目 は
い 

い
い
え 

工夫している点 
課題や改善すべき点を踏まえた改善内

容または改善目標 

環

境

・
体

制

整

備 

① 利用定員が訓練指導室等

スペースとの関係で適切で

ある。 

２ ６ 
 課題 

○個人の発達レベルに合わせた活

動が行えるスペースが必要では

ないかと考える。 

○スペースがもう少しあると個々に

合わせた対応ももっと幅を持たせ

てできていくのではないか。 

○親子通を原則としてあるため、第

２子等が生まれた後は日によって

は通園者数に対し個別、活動スペ

ースが狭いと感じる。 

○動きの少ない子と大きい子では安

全面のため分けるときは（スペー

ス）が足りない。 

○個別や小集団が経験できる部屋

があると良いと思われる。 

○プレイルームが登園人数の多い

日は狭く感じるときがある。 

◆増改築を検討中。 

② 職員の配置数は適切であ

る 
 ８ 

 課題 

○人数は少ないと思うが運営方法

に改善必要。個別のみでなく小集

団、発達年齢に応じたグループ分

けも検討の余地あり。 

○日によって通園児の増減はある

が職員の人数、看護職の代替な

ど増やして欲しい。 

○職員が一人減ってしまったために

一人一人の職員の受け持ちが増

えてしまった。 

○職員が減っているが増員されてい

ない。 

○子どもの登園人数が多い日は職

員が足りないと感じる。 

事業所職員向け 児童発達支援自己評価表 



③ 生活空間は、本人にわかり

やすく構造化された環境に

なっている。また、障害の

特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情

報伝達等への配慮が適切

になされている 

８  
○ロッカー等で間仕切り

をして場所の構造化を図

っている。 

○スケジュールボード、

絵カード等を用いて視覚

からの情報も入れて活

動をわかりやすく示して

いる。 

○日々の活動を週単位

で続けることや事前予告

を入れて日々の生活を

組み立てている。 

○朝の会の際には刺激

が少ない場所で行うこと

で集中できる空間となっ

ている。 

課題 

○間仕切りをしたことでバギー等で

移動する児のフロア内移動に不便さ

あり。 

 

④ 生活空間は、清潔で、心地

よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活

動に合わせた空間となって

いる。 

４ ４ 
○看護師指導の下、職

員で徹底して感染予防

に努めている。 

課題 

○子どもが自主的に選択して遊べる

環境が欲しい。 

○個人の発達レベルに合わせた活

動が行えるスペースが必要ではな

いかと考える。 

○朝の会中心活動を行うランチルー

ムが広く走り回りやすいのでもう少し

狭く落ち着ける環境にできると良い。 

業

務

改

善 

⑤ 業務改善を進めるための P

ＤCA サイクル（目標設定と

振り返り）に、広く職員が参

画している 

６ ２ 
 課題 

○しっかり時間を設けて開催してい

るかという点では不十分かもしれな

い。定期的に確認はしているが出た

課題に対して記録として残す、改

善、工夫した点がわかりにくい。 

⑥ 保護者等向け評価表によ

り、保護者等に対して事業

所の評価を実施するととも

に、保護者等の意向等を把

握し、業務改善につなげて

いる 

８  
○ガイドライン内にある

アンケートだけにとどま

らず独自のアンケートも

実施中。 

◆出た課題の改善した点、工夫した

点を視覚化するように職員全体で共

有が必要。 



⑦ 事業所向け自己評価表及

び保護者向け評価表の結

果を踏まえ、事業所として

自己評価を行うとともに、そ

の結果による支援の質の

評価及び改善の内容を、事

業所の会報やホームペー

ジ等で公開している 

７ 
無記入 

１ 

○町ホームページにて

周知。H２９年度から継

続中。 

 

⑧ 第三者による外部評価を

行い、評価結果を業務改善

につなげている 

５ ３ 
○町の定期監査、議会

視察を受け、担当課も定

期的に確認。 

課題 

○第三者による外部評価は行って

いない。 

⑨ 職員の資質の向上を行うた

めに、研修の機会を確保し

ている 

８  
○機会あるごとに新型コ

ロナの感染拡大を避け

ながら施設研修を実施。 

 

適

切

な

支

援

の
提

供 

⑩ アセスメン卜を適切に行

い、子どもと保護者の二ー

ズや課題を客観的に分析

した上で、児童発達支援計

画を作成している 

８  
 課題 

○児童発達支援利用計画との整合

性、職員が作成する個別計画の職

員間での共有が必須。 

 

◆集団保育・集団活動だけでなく、

個別性・個別対応を考え個々に合わ

せた支援を児童発達支援管理責任

者、担当職員、保護者と密に情報共

有し対応をする。 

⑪ 子どもの適応行動の状況

を図るために、標準化され

たアセスメン卜ツールを使

用している 

７ 
無記入 

１ 

  

⑫ 児童発達支援計画には、

児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供す

べき支援」の「発達支援（本

人支援及び移行支援）」、

「家族支援」、「地域支援」

で示す支援内容から子ども

の支援に必要な項目が適

切に選択され、その上で、

具体的な支援内容が設定

されている 

８  
○地域にあるインフォー

マルサービスも記載する

ようにしている。 

 



⑬ 児童発達支援計画に沿っ

た支援が行われている 
８  

 課題 

○職員間での定期的な共有は不十

分と考える。外部講師との情報共有

は担当の出席必要 

⑭ 活動プログラムの立案をチ

ームで行っている 
５ ３ 

 課題 

○保育園的に保育士間では行って

いるが多職種のチーム支援としては

不十分 

○もう少し多様な活動も行えるよう

に職員間で話し合いながら立案が

行えると良い。ｔ 

○児童発達支援管理責任者がもう

一名いると支援について相談するこ

とが出来るので配置して欲しい。 

⑮ 活動プログラムが固定化し

ないよう工夫している 
７ １ 

 課題 

○前例踏襲に陥りがちで、提供する

活動を誰のため、何のため、何の経

験を積み上げるためという目的意識

については今後も施設全体での研

鑽や検討・協議が必要。 

◆今の活動形態は以前の子どもた

ちの集団特性から作成されたもので

あるのでその年の集団・個に合わせ

た活動形態を考える。 

⑯ 子どもの状況に応じて、個

別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支

援計画を作成している 

８  
 課題 

○全員が同じ活動、同じ内容を提供

することが増えてしまうために、発達

年齢、個別性、先を見据えた支援計

画を意識すると共に保護者と共有し

計画作成、活動を進めていく必要が

ある。 

⑰ 支援開始前には職員聞で

必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割

分担について確認している 

７ １ 
○朝ミーティングで共

有。 

○毎日の朝の朝礼で当

日の活動の打ち合わせ

をしている。 

課題 

○外部講師に近況、課題、その日の

流れなどきちんとした内容が伝わっ

ていないことあり。 



⑱ 支援終了後には、職員聞

で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを

行い、気付いた点等を共有

している 

７ １ 
○記録等で確認。 

○全員で話し合う時間は

取ることが難しいが様子

を共有したり確認を行っ

たりしている。 

○朝礼時に共有するよう

にしている。 

課題 

○その支援結果から次の日の個別

支援計画につながっているかはまだ

修正の余地あり。 

○毎日の朝礼で話す時間はあるが

午睡の様子や勤務時間等の関係で

職員全体で話し合う時間ないので支

援について話す機会があると良い。 

⑲ 日々の支援に関して記録を

とることを徹底し、支援の検

証・改善につなげている 

８  
○支援の記録を取ること

で振り返りをすることが

可能。 

 

⑳ 定期的にモニタリングを行

い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断して

いる 

８  
  

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑ 障害児相談支援事業所のサ

ービス担当者会議にその子ど

もの状況に精通した最もふさ

わしい者が参画している 

８  
 ◆児発管だけでなく、サービス利用

の流れや関係機関との顔合わせと

して担当者の出席も検討する 

◆医療的ケアの必要な子どもの支

援会議には看護職の出席を進め

る。 

㉒ 母子保健や子ども・子育て支

援等の関係者や関係機関と

連携した支援を行っている 

８  
○支援会議、定期面談

などを組んでもらってい

る 

 

㉓ （医療的ケアが必要な子ども

や重症心身障害のある子ども

等を支援している場合）地域

の保健、医療、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携

した支援を行っている 

８  
○随時、または医療連

携として定期的に看護職

同士で取り記録に残して

いる。 

 

㉔ （医療的ケアが必要な子ども

や重症心身障害のある子ども

等を支援している場合）子ども

の主治医や協力医療機関等

と連絡体制を整えている 

８  
○定期的に地域連携室

等を通じて医療機関、主

治医と連絡を取り合って

いる。記録は残してい

る。 

 

㉕ 移行支援として、保育所や

認定こども園、幼稚園、特別

支援学校（幼稚部）等との聞

で、支援内容等の情報共有

と相互理解を図っている 

７ １ 
○就園時に対して交流

保育などを個別支援計

画に入れて勧めている。 

課題 

○来たばかりでどのように情報を共

有しているのかわからない。 



㉖ 移行支援として、小学校や

特別支援学校（小学部）との

聞で、支援内容等の情報共

有と相互理解を図っている 

７ １ 
○学校関係者、職員が

相互に行き来し、通園児

の見学にも同行してい

る。 

 

㉗ 他の児童発達支援センターや

児童発達支援事業所、発達

障害者支援センター等の専門

機関と連携し、助言や研修を

受けている 

８  
○近隣の施設間の連絡

会に参画し圏域の障が

い者総合支援センターと

も連携を取っている。 

 

㉘ 保育所や認定こども園、幼稚

園等との交流や、障害のない

子どもと活動する機会がある 

８  
○同敷地内にある保育

園の園児と園庭活動で

の交流や運動会に参

加。 

課題 

○現在、コロナ禍のため交流などの

活動が少ない。 

㉙ （自立支援）協議会子ども部

会や地域の子ども・子育て会

議等へ積極的に参加している 

５ ３ 
○WEB 研修、WEB 会議

で参加している。 

課題 

○どのように参加しているのかがわ

からない。 

◆出席対象者が限られていること

と、開催時間が夕方であることで十

分に開催について周知されていない

こと反省する次第です。出席後の復

命について再度、施設内で確認をす

るように徹底します。 

㉚ 日頃から子どもの状況を保護

者と伝え合い、子どもの発達

の状況や課題について共通

理解を持っている 

８  
○通園した際は必ず担

当者、看護職が体調確

認するなど対応してい

る。 

 

㉛ 保護者の対応力の向上を図

る観点から、保護者に対して

家族支援プログラム（ペアレン

卜・卜レーニング等）の支援を

行っている 

４ ４ 
○家族の交流会や家族

のための集いを開催し、

そこに心理職等に参加し

てもらっている。 

 

保

護

者

へ
の
説

明

責

任

等 

㉜ 運営規程、利用者負担等につ

いて丁寧な説明を行っている 
８  

○契約時に必ず説明し、

同意を得ている。 

 

㉝ 児童発達支援ガイドラインの

「児童発達支援の提供すべき

支援」のねらい及び支援内容

と、これに基づき作成された

「児童発達支援計画」を示しな

がら支援内容の説明を行い、

保護者から児童発達支援計

画の同意を得ている 

８  
 ○同意は得ている。特別支援計画

については、アセスメントに時間を要

し時間を要してしまう傾向にある。 



㉞ 定期的に、保護者からの子育

ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援

を行っている 

８  
○その都度、実施。 

○外部講師（心理・ST・

OT・PT・Ｄｒ）と定期的に

面談を設定しています。 

課題 

○外部講師の相談内容の共有や外

部講師の支援・相談内容を共有する

時間がなく、継続的な支援ではなく

単一体でしか支援ができていない。 

◆年に数回外部講師の関係者会議

を開催予定。 

㉟ 父母の会の活動を支援した

り、保護者会等を開催する等

により、保護者同士の連携を

支援している 

８  
○園長が主催し、実施。

オブザーバーとして心

理、OT,看護、保育職が

入る。 

◆父母の会についてはニーズ把握

や圏域内の親の会の情報を収集す

るなどして随時発信します。 

㊱ 子どもや保護者からの相談や

申入れについて、対応の体制

を整備するとともに、子どもや

保護者に周知し、相談や申入

れがあった場合に迅速かつ適

切に対応している 

８  
○保護者の想いは様々

な場面で聞くようにした

り、話しができる体制を

取ったりしている。 

○保護者に変わった様

子などがあった場合には

保育士間で共有し対応

できるようにしています。 

◆対応については迅速とまではい

かないが担当課を交えて前向きな

対応を心掛けている。 

㊲ 定期的に会報等を発行し、活

動概要や行事予定、連絡体

制等の情報を子どもや保護者

に対して発信している 

８  
 ◆紙面で配布しているが、施設ホー

ムページにも掲載してアクセスよく情

報を取れるように工夫します。 

㊳ 個人情報の取扱いに十分注

意している 
８  

  

㊴ 障害のある子どもや保護者と

の意思の疎通や情報伝達の

ための配慮をしている 

８  
○相談のある度に時間

をおかずに気になること

や今後の進め方を確認

を取っている。 

 

㊵ 事業所の行事に地域住民を

招待する等地域に開かれた

事業運営を図っている 

２ ６ 
○乳児の見守りに地域

の方の支援をいただい

ているが、コロナ禍のた

めに休止している状態。 

課題 

○コロナ禍のため地域がどのような

行事をしているのかわからない。 

○新型コロナの感染予防のために

ここ２年は中止している。 

 

㊶ 緊急時対応マニュアル、防犯

マニュアル、感染症対応マニ

ュアル等を策定し、職員や保

護者に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施して

いる 

８  
○定期的に実施し、水

害、自然災害なども想定

しながら実施。 

◆業務継続支援マニュアルの整備

も進める。 



㊷ 非常災害の発生に備え、定期

的に避難、救出その他必要な

訓練を行っている 

８  
○子どもたちにあった方

法で訓練を実施できてい

る。 

 

㊸ 事前に、服薬や予防接種、て

んかん発作等のこどもの状況

を確認している 

８  
○指示書にて医療機関

（主治医）より確認を取っ

ている。 

 

㊹ 食物アレルギーのある子ども

について、医師の指示書に基

づく対応がされている 

８  
○アセスメントや看護職

が詳細を確認し、必要に

応じて医療と連携してい

る 

 

㊺ ヒヤリハット事例集を作成して

事業所内で共有している 
５ ３ 

○情報交換をして共有し

ている。 

○ヒヤリハット含めて施

設内での事故等につい

ては担当課にも報告書

等にて報告し共有してい

る。 

◆作成予定あり 

㊻ 虐待を防止するため、職員

の研修機会を確保する等、

適切な対応をしている 

８  
○管理職だけでなく全職

員で参加し共有、日々の

活動を振り返っている 

◆県、圏域自立支援協議会の権利

擁護部会等の研修に参加し、様々

な事例を学び、虐待、身体拘束など

子どもの権利擁護について学ぶ機

会を確保する。 

㊼ どのような場合にやむを得ず

身体拘束を行うかについて、

組織的に決定し、子どもや

保護者に事前に十分に説明

し了解を得た上で、児童発

達支援計画に記載している 

６ ２ 
○拘束のリスクがあると

きは保護者の了解を得

たうえで実施。記録に残

し保護者に伝えている。 

◆上記の研修を通じて常に意識して

日々の活動提供、個別支援につい

て確認します。 

 

非

常

時

等

の

対

応 


